
 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デポー通信 
生活クラブ生協埼玉ではデポー建設計画が進んでいます。おおぜいの組合員の参加を目指します。 

 越谷に 
デポーを 
つくろう！ 
みんなで！   

2019年９月 

発行 越谷ブロック 

デポー建設準備委員会 

048-988-3912  

NO.７ 『デポー』ってなあに？・・生活クラブの消費材の『お店』だよ 

越谷第１次デポー構想ができました 

＼みんなの声を待っています／ 
 

2019 年 7 月、越谷にデポーをつくるために、組合員の「あった

らいいな」をまとめ『第１次構想』ができました。 

配布済みの、『第 1 次構想』を確認していただいたでしょうか？ 

何でも意見を聞かせてください。検討を重ね、話し合い、最終構

想を作ります。 

2020 年 3 月、越谷いちご支部大会にて承認後、物件探し等、実

現に向けてすすめます。 

 

＼配達時にも伝えます／ 
 

＼説明会で伝えました／ 
 

＼デポーわくわく隊になってみんなで伝えよう／ 
 

建設準備委員が、張り切り？！配達トラックに同乗して、「デポー第

1 次構想ができましたよ～」「見てていただきましたか～？」 

「ご意見をきかせてくださ～い！」と越谷市内の配達エリアを、 

回ります。何でも意見を聞かせてください。 

 

 

デポーがあることで、仲間が増えれば、「まち」が変わる！を合い言葉に、すすめていきます。 

地域の人、生産者との顔の見えるつながり、働く場所、やりたいことを表現できる場所、子どもが健やかに育つ場

所、様々な、あったらいい「まち」を実現します。 

仲間が増える“わくわく”生活クラブを伝える“わくわく”楽しいことを考え実現する 

“わくわく”！みんなで“わくわく”しましょう！ 

『デポーわくわく隊』を募集します。 

裏面の募集覧に記入の上、配達便、または FAXにて送ってください 

組合員の一人一人の紹介が大きな力となります。 

 

２０２１年６月のオープンに向けて、1,000 人の仲間を増やすため、みんなの力が必要です！！ 

 

班、組しかなかったその昔、『これはこうして食べたらおいしいのよ』『○○がおすすめ

よ！』『近所の○○さんにも声かけてみよう』と班のコミュニティから、仲間が、利用

が広がっていきました。そんな組合員の発進力を、デポー建設に発揮していただきた

い・・そんな思いで説明会を行いました。 

さあ！みんなにつながれ！生活クラブを伝えるパワー！！ 

 

いっしょに 

やろう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「デポーわくわく隊」を募集します！ 

チラシを近所（友だち）に配る チラシをまきに参加する チラシをつくる 

いろいろなイベントを企画する ミニデポーや 
マルシェに参加する 

ミニデポーやマルシェを手伝う 

お友だちにデポーの 

加入をすすめる 
お友だちにデポーの話をする お友だちを紹介する 

デポーに興味がある デポーで働きたい その他（       ） 

 

〇で囲んでください。一つでも〇がついたら、もう『デポーわくわく隊』です！ 

 

名前                組合員コード                

 

支部                連絡先                   

⇒提出は配達便または FAX（048-988-3913）若松まで（〆切：9／30）  

生活クラブを伝えるコーナー ～その２～ 

適正価格＝消費材は安いの？高いの？ 

生活クラブ生協の「消費材」の必要条件の一つが「適正価格」である。「安い」のではなく「適正」

な価格というのだ。生産者が仕事を続けていけることも考えた価格とされる。「相手のことはどうで

もいい、安ければそれでいい」という消費側のエゴではなく、双方の日々の営みを持続できるよう

な値段の設定ということである。（中略） 

安いものを求め、食料輸入に頼れば必然的に食の安全は失われる。毒餃子にメラニン牛乳、野菜の

残留農薬、汚染米事件など、食品汚染の被害はとどまるところを知らない。国内においてさえ、十

分な安全性を保証できないことが、どうして国境を越えたグローバル経済の中で可能になるのか。 

「安い」には理由がある。値段の向こう側に見える風景が、殺伐とした世界の砂漠化か、緑あふれ

る沃野か、それは消費者の小さな選択の積み重ねにかかっている。 

出典：榊田みどり、河邑厚徳『だれでも持っている 一粒の種』より 

 

・・・・・・・・・・・・  ・・・・・・・・・・・・  
＼ミニデポーで伝えます／ 

 

1,000人の

仲間を増やす

ために   

きりとり 


